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解13

回路の角周波数をωとすると，流れる電流 i ( jω )と，入力V1 ( jω )，出力電圧V2 ( jω )には次のような関係がある．
　V1 ( jω ) = (R1 + R2 + jωL ) × i ( jω ) ①
　V2 ( jω ) = R2 ( jω ) ②
周波数伝達関数G ( jω )は，R1 + R2 = Rとすると，次のように表される．
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図2より，v2は時間 tが∞のとき1 Vで，入力が5 Vであるから，R1には4 Vが分圧する．

したがって，R1  =  4R2， =R
R

41

2
，R1 + R2 = RよりR2 = R

5
となる．

次に，図2より時定数 Τ は出力が全出力の63 %になるときの時間で，図より0.02 sになる．
図2を式にすると，

　 = × × − = × −
− −

v R
R

v (1 e ) 1 (1 e )
R
L
t R

L
t

2
2

1  ④

時定数 Τ は， =T L
R
となるので，
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より，L＝0.02×Rとなるのでこれを③式に代入して，
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となり，選択肢⑷が当てはまる．
次に，⑤式よりR1，R2とLの関係を計算する．
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を満足する選択肢は，すべての選択肢で =R
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になるので， =L
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0.02とな

　るのは，
⑴は0.002，⑵は0.02，⑶は0.01，⑷は0.02，⑸は1となるので，選択肢⑷が正しい答と確認できる．
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